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　本書は，現在のロシア経済が直面する根本的問題

が何であるのかを明確に示した著作である．本書が

現代ロシア経済を理解するための必読文献であるこ

とは疑いないし，市場経済移行後20年間のロシア

経済成長を総括した著作として歴史に長く残ること

も間違いないであろう．ロシア経済は市場経済移行

後10年近く経済不振にあえいでいたが，石油価格

上昇とともに2000年頃から経済成長軌道に乗り，

リーマンショックまでは順調に成長を続けていた、

この間に，ソ連時代から引継ぎ，市場経済移行開始

後にさらに増大した対外債務を実質的に返済し終え，

加えて外貨準傭を積み上げたことは象徴的な出来事

である1しかし，リーマンショックとともに経済成

長は再び低下した、久保庭は，このロシア経済の成

長過程について2つの謎を見出す．

　第一の謎は，石油価格の上昇とともに製造業も成

長したことである．2000年代のロシア経済成長の

動因が石油価格上昇によってもたらされた輸出収入

の増大であったことに議論の余地はない．しかし，

この時期の石油輸出は量的にみれば大きく増大して

はいない．輸出収入の増大は，石油輸出の量的増大

ではなく，もっぱら石油価格上昇によるものであっ

た．したがって，石油産業から製造業への生産技術

的連関による波及効果は大きくはなり得なかったの

である、むしろ，石油輸出収入の増大はロシアを典

型的なrオランダ病」に感染させるものと考えられ

た．つまり，資源産業が輸出で栄える一方で，製造

業は邦貨増価によって競争力を失い，停滞するとい

うシナリ才である．現実は違った．製造業は成長し

た．なぜか、第二の謎は，リーマンショック後のロ

シア経済の落ち込みである．2000年代の成長は，

第一の謎が示すとおり，製造業の発展という内実を

伴った成長だった．成長の結果，リ］マンショック

までに外貨準備は十分に蓄えられていた．しかも石

油価格はリーマンショック後に低下したものの，そ

の水準が著しく低くなったわけではなかった1それ

でもなお国内外投資家もロシァー般国民もリーマン

シ目ック後に一斉に大規模なリスク回避行動に走っ

た．そして経済成長は他の新興経済諸国と比べて大

きく落ち込んだ．なぜか、

　これらの2つの謎は，言われてみれば誰もが確か

に謎だと思い，しかも誰もがそう簡単には答えられ

ない謎である、しかし，ロシア経済を執拗なまでに

観察し続け，熟知した者でなければ，こ一れらの謎に

気づくこともないであろうし，これらの謎を現代ロ

シア経済を理解するための根本的問題として端的に

定式化することもできないであろう．誰もが確かに

謎だと思い，しかも誰もがそう簡単には答えられな

い謎を突きつけられ，読者はrではその答えは何な

のだ」と引き込まれざるを得ない．本書は，・この謎

の解明を軸にロシア経済の分析をおこなっている．

この謎解きのプロセスがまた素晴らしい．経済学が

もつあらゆる理論的武器を動員してこの謎を解明す

るセオリーを構築し，公開データはもちろん，久保

庭がソ連時代から培ってきた人間関係を駆使して現

場の情報と通常は入手できないデータまでも広範に

収集し，その情報とデータをもちいて自らのセオリ

ーの妥当性を徹底的に検証する．この謎解きの結果

に反論しようとするならば，久保庭と同じだけのエ

ネルギーを費やさなければならないが，それは容易

なことではない．以下，どのような謎解きがおこな

われたか，本書の構成にしたがってみてみよう．

　第1章は謎解きの答が「ロシア病」であるとして，

その意味を説明する．この章は現代ロシア経済の問

題点を簡潔にまとめた章となっている．ロシア経済

を理解したいと思う人は，この第1章だけはぜひ読

んでいただきたい、さて久保庭の言うロシア病とは

何であろうか．まずロシアの場合，石油価格上昇と

GbP成長，あるいはGDP構成要素である家計消費，

政府消費，総資本形成，輸出との間に強い正の相関

があるという事実が示される．「オランダ病」が予

測するように邦貨は増価し，輸入も増大したが，そ

れにもかかわらずGDPも製造業も成長した．その

相関関係は石油価格下落局面でも維持され，したが

って石油価格下落とともにGDPもその構成要素も

下落した．ロシア経済は，石油産業に依存した経済

というより，石油価格の高低に依存した経済である．

　石油価格の高低がGDPと正の相関をもつ理由と

して，久保庭は，輸入増大が商業の成長を促進した

こと，製造業が未発達であったために逆に邦貨増価

の影響が小さくなったこと等の実物経済的要因とと

もに，統治能力の低さ，国際資金移動の自由放任と

いったロシアに特殊な制度的要因を指摘する．資金

移動が自由であるため，石油価格の上昇局面ではハ
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イリスクであってもハイリターンを期待して資金は

容易に流入するが，石油価格が下落すれば資金は一

挙に流出する．実際，家計も企業も外貨預金を保持

し続け，石油価格の上下にあわせて外貨と邦貨の乗

換えをおこなっている．その背景には，ロシア経済

への信認の低さがある．その信認の低さは，結局，

統治能力の低さの反映ということになるだろう．

　石油価格の上昇はロシア経済の成長を促す．しか

し，この正の相関は，早急に市場経済化できるとこ

ろだけは市場経済化したものの，産業構造といった

経済の基底的要因，統治能力といった制度の基底的

要因の近代化が追いつかないからこそ生じている相

関である．石油価格が下落すれば，経済成長も下落

する．この石油価格依存経済から脱却は，製造業の

発展，経済の多様化，制度の近代化しかない．しか

し，その成功をも牟らす要因が今のところ石油輸出

収入しかみあたらないという状態がロシア経済の現

状であり，「ロシア病」である．

　第2章は，石油価格と経済成長をリンクするメカ

ニズムを詳細に検討する．まず，石油価格上昇が実

質交易利得と実質国内所得GDIを増大させ，それ

がGDPの増大に貢献するとの想定を定量的に検討

する．ロシアの場合，石油価格上昇に比べて輸入価

格には大きな変化はなかったため，交易条件の改善

が顕著だった．石油価格の高騰とともに，1実物単

位の石油輸出で実物単位でみてより多くの輸入財を

入手できるようになった．次に成長会計によって，

石油価格，交易利得と総要素生産性の間にも相関が

あることが示される．

　久保庭が第2章でおこなった交易利得と経済成長

の関係の分析は，ロシア経済分析だけではなく，よ

り一般的な意味をもった貢献である．水平分業が高

度に発達した先進国では輸出価格と輸入価格とのか

い離は大きくならないであろうから，交易利得が経

済成長に与える影響は小さいかもしれない．しかし，

中進国，後進国では輸出価格，輸入価格の動向が大

きく異なる場合も多いと思われる．このような経済

に交易利得効果分析を応用することが期待される、

　第3章は，ロシア経済における資源産業，製造業

の位置を検討し，製造業成長の重要性を確認する．

まず，ロシアは人口規模・経済規模が大きいために，

石油価格水準が高いままでも石油輸出だけでは先進

国の生活水準に到達できないことが明確に示される．
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一方，ターンパイク・モデルによる分析から，現在

の産業構造が最適産業構造に近いこと，潜在成長能

力は8％程度あること，その潜在成長を実現するに

はやはり製造業の成長が必要であることが示される、

結局，ロシア経済のさらなる成長のためには資源産

業から製造業へと産業構造の再編が必須である．し

かし，歴史的に形成された現在の産業構造は現在の

条件下ではほぼ最適であり，したがってそれを再編

することはr市場経済化」のように急速にはいかな

い．この久保庭の結論は，ロシア経済の今後の発展

についての重要な示唆を含んでいる．

　第4章は人口動態の経済成長への影響を検討する1

ロシアの人口は1993年をピークとして，その後は

基本的に減少一し続けている．ロシアの長期的経済発

展を決定する最重要要因の一つが，人口減少分を生

産性上昇と労働力流入で埋めることができるかとい．

う問題である1久保庭は，基礎となる人ロテータを

徹底的に検証した上で，人口動態の予測を独自にお

こなっている．興味深い点は，そのデータを利用し

て，BRICsという言葉を広く定着させたGo1dman－

Sachsのレポートの妥当性を検討し，Go1dm㎜一

Sachsのレポートの予測は実現可能だという結論を

得たことである．それと同時に，可能性を現実に変

えるためには，人口減少にブレーキをかけるための

子育て支援やセーフティ・ネットの充実といった社

会全体の底上げ，外国人労働者問題への対処といっ

た制度整備が課題となることが示される．

　以上のように本書は，ロシア経済成長の謎の解明

を軸として，現在のロシア経済の抱える問題を広範

に，かつ深く分析している．現時点で，このような

著作は日本のみならず，世界的にもみあたらない．

もちろん，本書でロシア経済のすべてが分析された

わけではない．石油価格と経済成長を結びつけるミ

クロ経済的なメカニズムはさらに追求されなければ

ならないだろうし，ロシア経済への信認を阻む制度

的要因の一層の分析も必要であろう．しかし，この

ような今後の研究方向が明確に得られるのも，本書

が現代ロシア経済を規定する基底的問題が何である

のかを明確に示したからこそである．本書が，研究

者，実務家，学生，ロシア経済に関心をもつ一般の

読者に広く読まれることを期待する．
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